











































































































































材などを通じて得られたトピックを記事化したものである。2016 年 9 ⽉〜2018 年 9 ⽉
の間に 39 件の記事を掲載した。 
クローリングについては、約 300 の研究機関のサイトに 1 ⽇ 1 回アクセスし、ニュ
ースリリース・プレスリリースを収集する。また、収集機能と併せて、⼈による分析
を⽀援するため、情報分析機能（記事分類、類似記事抽出）、可視化機能、検索機能も
システムに組み込んだ。 
KIDSASHI の現状における取組は、個別情報の収集・提供までを実現している。今
後は、継続的活動を通じて情報を蓄積し、時系列分析や情報間の関係性の分析など、
情報の最⼤限の活⽤を図る必要がある。併せて、情報収集⼿段においても、関係機関
等との連携や⾃動収集の仕組みの拡充などの検討が求められる。 
